
清
瀬
市
・
立
科
町
住
民
交
流
事
業

　

市
と
「
友
好
交
流
都
市
協
定
」
を
結

ん
で
い
る
長
野
県
北
佐
久
郡
立
科
町
と

の
住
民
交
流
事
業
と
し
て
、「
真
田
ゆ

か
り
の
地
」
め
ぐ
り
と
立
科
の
冬
を
楽

し
む
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
日
目
は
、
ほ
う
と
う
作
り
、
い
ち

ご
狩
り
、
星
空
観
察
。
２
日
目
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
て
い

る
信
州
上
田「
真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ
館
」

や
、
上
田
城
、
真
田
氏
本
城
跡
を
め
ぐ

り
、
真
田
家
の
歴
史
に
ふ
れ
ま
す
。

日
時　

３
月
12
日
㈯
午
前
７
時
～
３
月

13
日
㈰
午
後
４
時
30
分
ご
ろ

定
員　

先
着
25
人
（
最
少
催
行
15
人
）

集
合
・
解
散　

清
瀬
駅
北
口
西
友
前

宿
泊　

清
瀬
市
立
科
山
荘

費
用　

お
と
な
２
万
３
千
500
円
・
小
学

生
１
万
９
千
500
円
・
幼
児
１
万
７
千
500

円
（
１
泊
４
食
付
き
・
バ
ス
代
・
保
険

料
・
各
施
設
入
場
料
込
み
）

※
清
瀬
市
在
住
・
在
勤
の
方
は
、
２
千

円
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
（
幼
児
は

千
590
円
）。
ま
た
、
清
瀬
市
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
保
養

宿
泊
施
設
利
用
券
と
の
併
用
も
可
能
で

す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

清
瀬
市
立
科
山
荘

☎
０
２
６
７
・
51
・
２
３
０
０
（
清

瀬
市
内
の
方
は　

０
１
２
０
・
54
・

８
９
７
７
で
も
可
）

真田幸村公騎馬像（長野県上田駅前）
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けやき通りの「自転車ナビマーク」を
延長・増設しました

　市では、けやき通りの清瀬市役所前交差点～上清戸一丁目
交差点間の車道上に設置していた「自転車ナビマーク」を増
設し、区間を消費生活センター北側交差点まで延長しました。
◆自転車ナビマークとは？
　自転車が通行すべき部分及び進行すべき方向を明示するも
のです。ただし、この表示には「自転車専用」などの意味は
ありません。自転車ナビマーク設置
路線であっても、自動車や歩行者に
は十分注意して運転し
てください。
　また、自動車を運転
する皆さんは、自転車
ナビマーク設置路線で
は、自転車の車道通行
に十分留意してくださ
い。

臨

時

職

員

募

集

Topics自 転 車 安 全 利 用 ５ 則

中
央
図
書
館

結
核
関
連
の
催
し
物

◆
結
核
関
連
資
料
コ
ー
ナ
ー

　

清
瀬
市
の
医
療
機
関
が
結
核
医
療
に

果
た
し
て
き
た
非
常
に
大
き
な
役
割
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
２
月
20
日
㈯
か
ら

中
央
図
書
館
２
階
読
書
室
に
常
設
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
「
結
核
関
連
資
料
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

結
核
研
究
所
の
医
師
が
書
い
た
本
や

闘
病
記
、
徳
冨
蘆
花
著
「
不ほ

と
と
ぎ
す

如
帰
」
や

堀
辰
雄
著
「
風
立
ち
ぬ
」
な
ど
結
核
を

テ
ー
マ
に
し
た
文
学
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今

後
の
収
集
が
困
難
な
図
書
は
、
館
内
で

の
み
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

◆
第
３
回
図
書
館
読
書
交
流
会

　
～
結
核
の
事
ご
存
じ
で
す
か
～

　

結
核
関
連
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に

併
せ
て
、
第
３
回
図
書
館
読
書
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
「
結
核
の
事

ご
存
じ
で
す
か
」
と
題
し
、
結
核
研
究

所
図
書
室
の
佐
藤
和
美
氏
に
結
核
医
療

の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
、
ま
た
結
核

予
防
会
会
長
だ
っ
た
青
木
正
和
氏
の

「
結
核
の
歴
史
」、
青
木
氏
の
義
母
に
当

た
る
幸
田
文
著
「
お
と
う
と
」
な
ど
結

核
関
連
の
図
書

を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

対
象　

市
内
在

住
の
中
学
生
以
上

の
方
。
先
着
15
人

日
時　

３
月
12
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～

正
午

場
所　

中
央
図
書
館

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
23
日
午
前
10

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
中
央
図
書

館
☎
493
・
４
３
２
６
へ
（
月
曜
休
館
。

水
・
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
上
記

以
外
は
午
後
５
時
ま
で
）

▪
一
般
事
務

勤
務
場
所　

健
康
推
進
課

応
募
資
格　

昭
和
40
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
の
操
作
が
で
き
る

方募
集
人
数　

若
干
名

勤
務　

月
曜
～
金
曜
日
（
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
）

応
募
方
法
・
問
合
せ　

２
月
15
日
か
ら

26
日
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
に
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
臨
時
職
員
登
録
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
（
２
月
26
日
必
着
）
で

健
康
推
進
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係
☎
497
・

２
０
７
７
へ

▪
保
育
士

勤
務
場
所　

市
内
公
立
保
育
園

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
内
容　

正
規
保
育
士
の
補
助
な
ど

勤
務　

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時時
給　

千
70
円

応
募
方
法
・
問
合
せ　

市
販
の
履
歴
書

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
臨
時
職
員
登
録
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
添
付
の

う
え
に
保
育
士
証
の
写
し
を
添
え
て
、

直
接
子
育
て
支
援
課
保
育
・
幼
稚
園
係

☎
497
・
２
０
８
６
へ

自転車は車道左側に寄って通行しなければ
なりません。右側通行は逆走となるため、
禁止されています。

車道は左側を通行

幼児・児童 （13 歳未満） を保護する責任
のある方は、ヘルメットをかぶらせるよう
努めなければなりません。

子どもはヘルメット
を着用

自転車が歩道を通行する時は、車道寄りを
徐行しなければなりません。歩行者の通行
を妨げるような時は、一時停止をするか自
転車から降りて押して歩きましょう。

歩道は歩行者優先で
車道寄りを徐行

自転車は車道が原則
歩道は例外

自転車は軽車両ですので、歩道と車道の区
別のあるところは車道通行が原則です。

安全ルールを守る ①飲酒運転の禁止②２人乗り、並進の禁止
③夜間はライトを点灯④交差点での信号の
順守と一時停止・安全確認

※自転車を運転しなが
らの、携帯電話の使用
は禁止されています。

「
お
と
う
と
」
幸
田
文
著

　新潮
文
庫
刊

改めて確認を！

防ごう！　
　　　自転車事故

　平成 27年 6月 1日より、道路交通法が改正され、悪質
・危険な運転を繰り返す自転車運転者に対し、「自転車運
転者講習」が義務付けられました。自転車はルールとマナ
ーを守って走行しましょう。歩行者も、自転車に乗る人も、
安心して気持ちよく通行できるようお互いに心掛けましょ
う。
問合せ　道路交通課交通安全係☎ 497・2096、東村山警
察署☎ 042・393・0110

自転車ナビ
マーク
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28・2・15 ２

た
だ
い
た
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
成
人
式
で
、「
見
え
る
所
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
見
え
な
い
所
に
も
し
っ
か
り

と
感
謝
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
、
そ
う
し
た
ら
人
生
の
道
が
開
い
て
い

く
」
と
助
言
し
ま
し
た
。

　

そ
の
５
日
後
、
立
川
駅
の
本
屋
で
「
あ

り
が
と
う
の
神
様
（
小
林
正
観
著
）」
と

い
う
本
に
出
会
い
ま
し
た
。
具
体
的
な
事

例
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
て
、
末
期
が
ん

の
人
が
「
あ
り
が
と
う
」
を
約
３
か
月
で

10
万
回
唱
え
た
ら
が
ん
が
消
え
て
い
た
な

ど
な
ど
、
不
思
議
な
事
例
が
満
載
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
「
感
謝
」
を
大
事
に
し

て
生
き
て
い
こ
う
と
助
言
し
た
の
は
時じ

ぎ宜

を
得
て
い
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
成
人
た

ち
は
静
か
に
し
っ
か
り
と
話
を
聞
い
て
く

れ
、
二
部
の
城
野
謙
一
さ
ん
グ
ル
ー
プ
の

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
で
は
会
場
が
と
て
も
和

や
か
に
な
り
、
私
は
涙
が
出
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

中
村
清
治
議
員
も
涙
ぐ
み
、
そ
の
心
情

を
詩
に
書
き
ま
し
た
。「『
涙
ぐ
む
成
人
式
』

清
瀬
市
長

　

人
生
の
中
で
一
回
の
出
会
い　

永
い
永

い
時
の
流
れ
の
中
で　

一
瞬
ま
ば
た
き
を

し
た
様
な
驚
き
と
感
動
に　

心
が
癒い

や

さ
れ

た
未
来
あ
る
20
歳
の
青
春　

着
飾
っ
た
そ

の
姿
に　

父
母
の
微ほ

ほ

笑
み
が
目
に
浮
か
ぶ

　

フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
た
若

者
の
姿
に　

感
激
の
涙
が
頬
を
つ
た
わ
る

　

さ
あ　

心
も
美
し
く
素
直
な
幼
子
の
よ

う
に
人
生
に
向
か
お
う　

き
っ
と
誰
も
が

持
っ
て
い
た
心
の
鏡
に　

自
分
の
姿
を
映

そ
う　

今
日
な
が
し
た
涙
を　

ず
っ
と
ず

っ
と
忘
れ
な
い　

そ
ん
な
青
春
の
一
コ
マ

が
成
人
式
に
あ
っ
た　

あ
り
が
と
う　

二
十
歳
の
み
ん
な
に
伝
え
た
い　

ほ
ん
と

う
に　

あ
り
が
と
う
」。

　

本
当
に
最
高
の
成
人
式
で
し
た
。
未
来

は
明
る
い
で
す
。

　

成
人
式
で
、昨
年
身
近
な
所
で
起
き
た
、

三
つ
の
奇
跡
的
な
出
来
事
の
話
を
し
ま
し

た
。
一
番
の
奇
跡
は
、
心
肺
停
止
状
態
か

ら
生
き
返
っ
た
こ
と
で
す
。
私
が
31
年
前

に
創
業
し
、
今
千
800
人
の
会
員
の
皆
さ
ま

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
、
休
日
に
コ
ー
チ
た
ち
が
川
遊
び

に
出
掛
け
た
の
で
す
。
そ
の
中
の
学
生
コ

ー
チ
が
飛
び
込
み
の
岩
場
で
足
を
滑
ら
せ

川
に
落
ち
、
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
約
10
分
後
に
20
～
30
㍍
下
流
で
血

だ
ら
け
で
浮
か
び
上
が
り
心
肺
が
止
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
仲
間
た
ち
が
す
ぐ
さ
ま
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼
吸
に
取
り
か
か

り
息
は
吹
き
返
し
た
も
の
の
、
意
識
は
戻

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
り
が
た
い
か
な
、
２
週
間

後
に
意
識
は
回
復
し
、
今
で
は
大
学
に
通

え
て
い
ま
す
。
見
え
な
い
力
に
助
け
て
い

　身近なイベントや、まちかど
の話題を皆さんから募集してい
ます。

「 清 瀬 市 消 防 団 出 初 式 」 を 開 催

「社会を明るくする運動」作文コンテストで
清瀬の児童が優秀賞を受賞

　

１
月
９
日
、
神
山
公
園
で「
清
瀬
市
消

防
団
出
初
式
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
優
良
分
団（
※
）
や
団
員
な
ど

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
他
、
徒
列
行
進
、
ポ

ン
プ
車
な
ど
に
よ
る
分
列
行
進
、
消
防
操

法
、
一
斉
放
水
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
分
団
＝
担
当
地
域
別
で
い
う
班
の
よ
う
な
組
織
）

　

平
成
27
年
10
月
14
日
、
東
京
保
護
観
察

所
（
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
）
で
「
第

65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、東
京
都
全
体
で
１
万
千
114
点（
小

学
生
３
千
228
点
・
中
学
生
７
千
886
点)

の

応
募
が
あ
り
、
都
内
の
小
学
生
部
門
で
、

霍
田
真
麻
さ
ん
（
七
小
６
年
）
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、全
国
の
小
・

中
学
生
が
、
学
校
生
活
な
ど
で
体
験
し
た

こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行
な
ど
に
関
し

て
感
じ
た
こ
と
を
書
く
こ
と
で
、
運
動
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「 清 瀬 市 成 人 記 念 式 典 」 を 開 催

晴
れ
姿
の
新
成
人

消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水

霍田さん（左）と市長

　

１
月
10
日
、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
で
、

「
平
成
28
年
清
瀬
市
成
人
記
念
式
典
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
級
生
と
の
再
会
を

楽
し
み
、
近
況
を
語
り
合
う
新
成
人
の
皆

さ
ん
で
、
会
場
は
晴
れ
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

清
瀬
市
で
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日
～

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
699
人
が
、

今
年
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

「高齢者等の見守り活動に関する協定」を締結

市長（左から３番目）と、佐川急便株式
会社練馬営業所・ヤマト運輸株式会社埼
京主管支店・多摩きた生活クラブ生活協
同組の皆さん

　

１
月
21
日
、
市
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式

会
社
埼
京
主
管
支
店
・
佐
川
急
便
株
式
会

社
練
馬
営
業
所
・
多
摩
き
た
生
活
ク
ラ
ブ

生
活
協
同
組
合
と
「
高
齢
者
等
の
見
守
り

活
動
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ

る
高
齢
者
な
ど
を
発
見
し
た
時
に
、
そ
の

状
況
を
速
や
か
に
市
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
通
報
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

※
今
回
の
俳
句
は
、
四
小
（
ま
な
べ
ー
）
で
行
っ
た
「
俳
句
学
習
」
か
ら
の
選
句
で
す
。

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
み
つ
け
た
よ
か
わ
い
い
く
ろ
い
だ
ん
ご
む
し　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

寺
島
奈
央

　
（
評
）だ
ん
ご
む
し
は
ワ
ラ
ジ
ム
シ
目
の
小
さ
な
甲
殻
類
。
敵
に
遭
遇
す
る
と
丸
く
団
子
状
に
な
る
。

日
本
国
中
に
い
て
、
害
虫
だ
が
、
子
ど
も
に
は
よ
い
遊
び
相
手
。
だ
ん
ご
む
し
は
季
語
で
は
な
い

が
、
２
年
生
な
ら
ば
、
こ
の
五
七
五
の
ま
と
め
方
で
上
出
来
だ
！

●
め
ろ
ん
は
ね
し
ま
し
ま
い
っ
ぱ
い
ひ
び
み
た
い　
　
　
　
　
　
　

二
年　

平
沼
柊
朔

　
（
評
）
２
年
生
の
俳
句
学
習
で
は
、
季
節
の
言
葉
「
季
語
」
を
入
れ
て
五
七
五
に
す
る
こ
と
を
学
ぶ

が
、
こ
の
句
は
そ
の
二
つ
の
課
題
を
み
ご
と
に
ク
リ
ア
。
メ
ロ
ン
が
夏
の
季
語
。
し
か
も
、
縞し

ま
し
ま々

を
「
ひ
び
み
た
い
」
と
し
た
作
者
独
自
の
詩
心
が
す
ご
い
！

●
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
き
ゅ
う
の
コ
ー
チ
か
っ
こ
い
い　
　
　
　
　
　

三
年　

村
山
晴
乃

　
（
評
）
こ
の
句
も
、
お
と
な
の
俳
句
の
つ
く
り
方
で
言
え
ば
「
季
語
」
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
大
切
な
「
か
っ
こ
い
い
」
と
い
う
作
者
の
感
動
が
読
者
に
ビ
ン
ビ
ン

伝
わ
っ
て
く
る
の
が
素
晴
ら
し
い
！　

感
動
が
素
直
に
五
七
五
に
な
っ
た
ね
。

●
だ
ん
ご
む
し
冬
は
と
う
み
ん
み
ん
な
で
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

寺
島
由
華

　
（
評
）
３
年
生
に
な
る
と
、
同
じ
だ
ん
ご
む
し
で
俳
句
を
作
っ
て
も
、
五
七
五
に
ま
と
め
る
だ
け
で

な
く
、
ち
ゃ
ん
と
「
季
語
」
が
入
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
冬
眠
す
る
ん
だ
と
い
う
の
も
、
一
つ
の

発
見
。
俳
句
は
「
発
見
」
を
五
七
五
に
す
る
ん
だ
よ
。

　「まちかどニュース」「がんばりすと」への投稿を募集しています。
応募方法・問合せ　1 日号・15 日号ともに掲載希望号の 1か月前
（いずれも必着）までに、写真（データが望ましい）に説明（いずれ
も 150 字程度）を添えて、住所・氏名・電話番号を記入し、直接ま
たは郵送、メールで秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808 へ

あなたも市報に参加しませんか
投稿募

集中 　カラオケに合わせ運動して認
知症予防をしてみませんか。
対象　おおむね 65 歳以上の方
日時・場所　下表のとおり
費用　無料（３月はお試し期間。
通常は１回に付き 200 円）
※いずれも直接会場へ。
問合せ　地域包括ケア推進課地

～ カ ラ オ ケ と 運 動 で 脳 ト レ ～

コース名・問合せ先 日時 場所
ゆうゆう元気塾

（NPO法人情報労連東京福
祉センター☎ 497・8500）

３月 2日・9日・16日・
23日・30日の水曜日
午前 10時～ 11時 30 分

コミュニティプラザひまわり
※清瀬駅北口から送迎バスあり。

しんあい元気塾
（きよせ信愛地域包括支援
センター☎ 492・1850）

3月 3日・10日・17日
・24日・31日の木曜日
午後１時 15分～
２時 45分

特別養護老人ホーム
信愛の園（梅園二丁目）

※車での来場はご遠慮ください。
清瀬駅北口から送迎バスあり。

せいが中里元気塾
（きよせ清雅地域包括支援
センター☎ 495・1370）

３月17日・24日の
木曜日

午後１時 30分～３時
中里地域市民センター

※車での来場はご遠慮ください。

「脳トレ元気塾」３月体験コース３月は無料
お試し期間

域包括支援センター☎ 497・20
82 または下記各コース開催団
体へ

　フン尿による被害の苦情が寄せられています。交通事故や感染症、
猫同士のけんかなどから守るため、また、ご近所とのトラブルを避
けるためにも、室内で飼いましょう。

猫の飼い主の皆さんへ～飼育マナーの向上にご協力を

★猫を飼う方は、次の飼養の４原則を守りましょう。
①猫は屋内で飼育する②不妊・去勢手術をする③身元
の表示をする④飼い猫を捨てることは絶対にしない



28・2・15 ３
婚 活 イ ベ ン ト

清瀬初の立食パーティー
～ フ リ ー ト ー ク で 桜 咲 け ～
　今年は立食パーティー形式の婚活です。軽
食の他に清瀬産野菜を使った料理や、友好交
流都市である立科町の食べ物も準備する予定
です。
　フリートークを多く設け、ゆっくりと会話
を楽しんでいただきます。会話が苦手な方で
も安心して参加できるよう簡単なイベントも
用意します。清瀬市で一足早く恋の桜を咲か
せてみませんか。
対象　満 27 歳～ 49 歳の独身の方。先着男女
各 12 人
日時　３月 19 日㈯午後２時 30 分～４時 30
分（予定）
場所　清瀬けやきホール
費用　男性 1,500 円・女性 1,000 円
申込み　２月 15 日から３月４日までに直接
企画課市民協働係☎ 497・1803 または市民活
動センター☎ 491・9027 へ

　

郷
土
博
物
館
で
は
、「
衣
」
の

文
化
を
テ
ー
マ
に
「
染
め
物
」「
は

た
お
り
」「
和
裁
」
の
各
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、

手
仕
事
の
楽
し
さ
と
文
化
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
各
教
室
の
参

加
者
と
講
師
・
活
動
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

関
連
事
業
と
し
て
講
習
会
や
体

験
も
行
い
ま
す
。
自
然
が
く
れ
た

色
の
美
し
さ
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
と

素
材
が
織
り
な
す
模
様
の
楽
し

さ
、
和
の
装
い
の
華
麗
さ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▪
展
示

　

平
成
27
年
度
の
博
物
館
「
衣
の

三
教
室
」
の
参
加
者
・
講
師
・
活

動
グ
ル
ー
プ
の
作
品
発
表
会

期
間　

３
月
５
日
㈯
～
13
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時（
７
日
㈪
は

休
館
。最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　

郷
土
博
物
館

※
直
接
会
場
へ
。

▪
関
連
事
業「
身
近
な
素
材
で
暮

ら
し
を
彩
る
」

　

男
性
が
親
や
妻
を
介
護

す
る
の
も
当
た
り
前
の
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
働
き

な
が
ら
介
護
を
す
る
人
は

290
万
人
、
う
ち
130
万
人
が

男
性
、
大
き
な
時
代
の
変

化
で
す
。

　

育
児
に
関
わ
る
男
性

の
「
イ
ク
メ
ン
」
に
対

し
、
介
護
に
関
わ
る
男
性

を
「
ケ
ア
メ
ン
」
と
呼
び
、

男
性
の
介
護
問
題
を
取
り

上
げ
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
中
心
と
な
っ

て
活
動
し
て
来
ら
れ
た
津

止
正
敏
氏
を
お
招
き
し
ま

す
。

　

介
護
の
実
態
や
課
題
に

つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
な

が
ら
、
一
緒
に
介
護
と
そ

①
手
縫
い
で
作
る
便
利
な
小
物

　

先
着
15
人
。（
要
事
前
申
込
み
）

日
時　

３
月
８
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午

講
師　

西
川
志
づ
江
氏
・
和
裁
教

室
受
講
生

費
用　

500
円

②
藍
で
染
め
る
春
の
ス
ト
ー
ル

　

先
着
20
人
。（
要
事
前
申
込
み
）

日
時　

３
月
６
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午

講
師　

中
村
千
代
氏

費
用　

千
円

③
体
験
は
た
お
り
（
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
）

日
時　

３
月
５
日
㈯
～
13
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時（
７
日
㈪
は

休
館
。
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30

分
ま
で
）

場
所　

い
ず
れ
も
郷
土
博
物
館

申
込
み
・
問
合
せ　

③
は
直
接
会

場
へ
。
①
②
は
２
月
16
日
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
郷
土
博
物
館
☎

493
・
８
５
８
５
へ（
月
曜
休
館
）

津止  正敏氏
2009 年「男性介護者と支援
者の全国ネットワーク」を中
心となって発足。
 「ケアメンを生きる―男性介
護者 100 万人へのエール」「男
性介護、そしてケアメンにな
るための一歩」など著書多数。

男性介護130万人時代を生きる～ケアメンの実態から明日の介護を考える～

　平成27年度対象の方は３月31日
接種までです。接種が終了してい
ない方は、早めに受けてくださ
い。
※高齢者の肺炎球菌予防接種は、
事前に申込みが必要です。
※平成27年４月１日現在60歳から
64歳の方で、内部障害１級相当の
方も該当します。お申し込みの
際、障害者手帳の提示が必要とな
ります。
問合せ　健康推進課健康推進係☎
497・2075

年齢 対象生年月日
65 歳 昭和 25 年４月２日～昭和 26 年４月１日生まれの方
70 歳 昭和 20 年４月２日～昭和 21 年４月１日生まれの方
75 歳 昭和 15 年４月２日～昭和 16 年４月１日生まれの方
80 歳 昭和 10 年４月２日～昭和 11 年４月１日生まれの方
85 歳 昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生まれの方
90 歳 大正 14 年４月２日～大正 15 年４月１日生まれの方
95 歳 大正９年４月２日～大正 10 年４月１日生まれの方

100 歳 大正４年４月２日～大正５年４月１日生まれの方

平成 27 年度の接種対象者

高 齢 者 の 肺 炎 球 菌 予 防 接 種 対 象 者 の 方 た ち へ

平和祈念フェスタ in 清瀬 2016

◆
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
し
て
楽

し
く
防
災
を
学
ぼ
う
！

　

お
も
ち
ゃ
の
交
換
と
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ

せ
た
、
家
族
で
楽
し
め
る
防
災
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

日
時

　
３
月
５
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー
・
神
山
公
園

※
直
接
会
場
へ
。
使
わ
な
く
な
っ
た
お

も
ち
ゃ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
お

も
ち
ゃ
の
持
ち
込
み
は
正
午
～
午
後
２

時
30
分
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
495
・

５
３
３
３

◆
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
一
緒
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
も「
カ
エ
ル
ポ
イ
ン
ト
」

が
も
ら
え
、「
お
も
ち
ゃ
の
か
え
っ
こ
」

に
参
加
で
き
ま
す
。

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
方

日
時　

３
月
５
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

５
時

場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー
・
神
山
公
園

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
26
日
ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

☎
495
・
５
３
３
３
へ

～スタッフも募集！～「イザ！カエルキャラバン in きよせ」を開催

　①展示会＝画家・狩野光男氏が描く東京大
空襲、清瀬と戦争、ピース・エンジェルズに
よるメッセージなど。②「語り継ごう、清
瀬と戦争」DVD の上映、戦争体験者のお話、
平和の歌
日時　①３月１日㈫～ 13 日㈰午前 10 時～午
後６時②３月 13 日㈰午後１時 30 分～４時
場所　①クレアギャラリー（クレアビル４
階）②アミューホール
※直接会場へ。内容など詳しくは、市報３月
１日号でお知らせします。
問合せ　企画課市民協働係☎ 497・1803

　生活に潤いを！　自分の作った器でお茶し
ませんか。個性あふれる器作りができます。
水曜日コース・金曜日コース各定員 10 人（応
募者多数の場合抽選）
日時　４月～平成 29 年３月、各コースとも
月２回・午前９時 30 分～午後４時
場所　コミュニティプラザひまわり
費用　月２千円（３か月ごとに集金）
※受講者（抽選があった場合は当選者）に①
初心者陶芸教室概要書②年間日程表（陶芸カ
レンダー）③清瀬焼陶芸会についてを送付し
ます。
申込み・問合せ　３月 15 日（消印有効）ま
でに往復はがきに希望コース・氏名（ふり
がな）・住所・電話番号を記入し、郵送で〒
204―0021 元町１－２－ 11　生涯学習スポー
ツ課☎ 495・7001 へ

初 心 者 陶 芸 教 室

　

台
紙
に
定
規
・
カ
ッ
タ
ー
・
は

さ
み
な
ど
を
使
っ
て
切
れ
込
み
を

入
れ
、
シ
ン
プ
ル
な
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
作
品
を
作
り
ま
す
。

対
象　

小
学
３
～
６
年
生
。
先
着

30
人

日
時　

２
月
27
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時

場
所　

郷
土
博
物
館

講
師　

太
田
隆
司
氏
（
清
瀬
市
在

住
・
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
王
選
手
権
優
勝
）

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
16
日

か
ら
電
話
で
郷
土
博
物
館
☎
493
・

８
５
８
５
へ

　

紙
を
何
枚
も
重
ね
貼
り
し
、
実

際
に
作
品
を
仕
上
げ
ま
す
。
今
回

の
作
品
は
、
清
瀬
に
ん
じ
ん
焼
酎

第
４
弾
ラ
ベ
ル
画
で
す
。
ペ
ー
パ

ー
ク
ラ
フ
ト
の
作
品
を
通
じ
、
お

店
の
演
出
に
花
を
添
え
ま
し
ょ

う
。

対
象　

小
規
模
事
業
者
・
家
族
・

従
業
員
な
ど
。
先
着
20
人

日
時　

３
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
（
約
２
時
間
）

場
所　

清
瀬
商
工
会
館
（
松
山
二

丁
目
）

講
師　

太
田
隆
司
氏
（
清
瀬
市
在

住
・
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ペ
ー
パ

ー
ク
ラ
フ
ト
王
選
手
権
優
勝
）

持
ち
物　

カ
ッ
タ
ー
・
は
さ
み
・

の
り

申
込
み
・
問
合
せ　

電
話
で
清
瀬

商
工
会
・
藤
井
☎
491
・
６
６
４
８

へペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
習
会

清瀬にんじん焼酎
第４弾のラベル画

男性介護130万人時代を生きる～ケアメンの実態から明日の介護を考える～

の
支
援
の
あ
り
方
を
考
え

ま
し
ょ
う
。
先
着
40
人

日
時　

３
月
19
日
㈯
午
後

２
時
～
４
時
（
開
場
は
午

後
１
時
30
分
）

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー

講
師　

立
命
館
大
学
産
業

社
会
学
部
教
授　

津
止
正

敏
氏

※
保
育
あ
り
（
６
か
月
か

ら
就
学
前
・
先
着
10
人
）。

ご
希
望
の
方
は
３
月
10
日

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月

16
日
か
ら
の
平
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
☎
495
・
７
０
０
２

へ

男性の生き方を考える講座

きよせの環境・川まつり
　

今
年
も
「
き
よ
せ
の
環
境

・
川
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

市
民
団
体
や
行
政
、
事
業

所
に
よ
る
環
境
問
題
に
関
す

る
取
り
組
み
な
ど
の
展
示
、

食
品
販
売
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
、
川
遊
び
な
ど
を
実
施
す

る
に
当
た
り
参
加
団
体
を
募

集
し
ま
す
。（
参
加
者
多
数

の
場
合
は
同
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
決
定
）

開
催
日
時　

7
月
23
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

台
田
運
動
公
園
・
柳

瀬
川
河
川
区
域（
下
宿
一
丁

目
）

申
込
み
・
問
合
せ　

３
月

18
日（
郵
送
の
場
合
は
消
印

有
効
）ま
で
に
、
水
と
緑
の

環
境
課
に
あ
る
参
加
申
込

書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
で
水

と
緑
の
環
境
課
環
境
衛
生

係
☎
497
・
２
０
９
９　

492
・

２
４
１
５
へ

参加団体募集

企
画
展
「
染
め
る
・
織
る
・
縫
う
」
を
開
催
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皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
（
事
業
所
の

排
出
量
分
を
除
く
）
は
、
こ
こ
10
年
間
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
燃
ご
み

・
粗
大
ご
み
は
、
分
別
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
よ
り
急
激
に
減
少
す
る
な
ど
、
ご

み
の
減
量
へ
の
取
り
組
み
は
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
可
燃
ご
み
は
減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
、
減
少
率
は
こ
こ
10
年
間

　私たちが出したごみは、どのような流れで処理されるのでしょうか。清瀬市では、分別区分ごとに、下の図のように収集・処理しています。
分別していないごみが入ると、施設の故障や事故の原因となるので、ごみは分別して出しましょう。また、資源物や容器包装プラスチック類な
どを分別することで貴重な資源のリサイクルにつながります。

可

燃

ご

み

の

減

量

の

ポ

イ

ン

ト

　

小
さ
い
紙
や
メ
モ
用
紙
な
ど
は
、

空
き
封
筒
や
紙
袋
に
入
れ
る
こ
と

で
、
資
源
物
と
し
て
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
紙
ご
み
は
、
今
一
度

資
源
物
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か
左
記
の

表
を
参
考
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。 

　

ご
み
の
減
量
は
難

し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
左
記
の
ポ

清
瀬
市
の
ご
み
処
理
量
の
推
移

◆
清
瀬
市
の
ご
み
は
減
少
傾
向

　

清
瀬
市
の
ご
み
総
量
（
可
燃
ご
み

＋
不
燃
ご
み
＋
粗
大
ご
み
＋
資
源

物
）
は
減
少
傾
向
で
（
グ
ラ
フ
１
参

照
）、
市
民
１
人
１
日
当
た
り
で
は
、

平
成
17
年
度
は
769
・
４
㌘
、
平
成
26

年
度
は
670
・
６
㌘
と
、
10
年
前
と
比

較
し
て
約
１
割
・
市
民
１
人
当
た
り

約
100
㌘
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
不
燃
ご
み
は
、
平
成
18
年
度

の
途
中
で
始
ま
っ
た
「
容
器
包
装
プ

クリーンポート…焼却施設
生きびん…ビールびんや牛乳びんなど、繰り返し使用されるガラスびんのこと
カレット…ガラスびんを、ラベルや異物を取り除いて色分別し、原料用に細かく砕いたもの
ベール化…収集したものを圧縮し、結束材で梱包（こんぽう）してサイコロ状にすること
ペレット…プラスチックを５ミリほどの粒子状にしたもの

清
瀬
市
の
ご
み
処
理
の
実
態
を
見
て
み
よ
う

～
一
人
一
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
大
き
な
効
果
に
～

量
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
紙
類
と

生
ご
み
に
な
り
ま
す
。

地方交付税
40.3 億円
13.5％

47％

紙類
厨芥

繊維

16％

９％

７％

３％

15％

２％ １％

木・草

その他可燃性

プラスチック

ゴム・皮革
金属

地方交付税
40.3 億円
13.5％

47％

紙類
厨芥

繊維

16％

９％

７％

３％

15％

２％ １％

木・草

その他可燃性

プラスチック

ゴム・皮革
金属

グラフ４　平成 26 年度可燃ごみ組成
分析グラフ

グラフ３　平成 26 年度種類別ごみ
排出量割合グラフ

地方交付税
40.3 億円
13.5％

総量
18,191 ㌧

68.76％

23.00％

7.87％
可燃ごみ

不燃ごみ
資源物

㌧

0.37％

粗大ごみ

12,509

㌧4,183

㌧1,431

㌧68

地方交付税
40.3 億円
13.5％

総量
18,191 ㌧

68.76％

23.00％

7.87％
可燃ごみ

不燃ごみ
資源物

㌧

0.37％

粗大ごみ

12,509

㌧4,183

㌧1,431

㌧68

可

燃

ご

み

の

組

成

★
メ
モ
類
は資

源
物
で

◆
紙
類
・
生
ご
み
が
約
６
割

　

収
集
し
た
可
燃
ご
み
の
組
成
（
要

素
）
か
ら
、
可
燃
ご
み
の
う
ち
の
47

％
が
紙
類
、
16
％ 

が
厨ち

ゅ
う
か
い芥
ご
み
（
生

ご
み
）
で
、
こ
の
２
種
類
で
可
燃
ご

み
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
４
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
減

◆
ご
み
の
７
割
は
可
燃
ご
み

　

ご
み
の
総
量
に
対
す
る
種
別
ご
と

の
割
合
を
見
る
と
、
可
燃
ご
み
が
全

体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
３
参
照
）。
し
か
し
、
可
燃
ご

み
の
減
量
は
、
10
年
前
と
比
較
し
て

も
１
割
ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
や
、
使

用
済
み
小
型
家
電
の
回
収
な
ど
、
不

燃
ご
み
の
再
資
源
化
（
減
量
）
施
策

が
法
律
で
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
一

方
で
、
可
燃
ご
み
の
減
量
施
策
に
つ

い
て
は
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
生
ご
み

の
ひ
と
し
ぼ
り
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

ご

み

は

減

ら

せ

る
？

私 た ち が 出 し た ご み は、 ど の よ う な 流 れ で 処 理 さ れ る の？

分 別 徹 底 に ご 協 力 を

「ごみ分別アプリ」のインストールはお済みですか？

　市では、清瀬市清掃事業協同組合の協力で、ス
マートフォン及びタブレット端末ユーザー向け
の「ごみ分別アプリ」の提供を行っています。お
住まいの地域の「収集カレンダー」、品目ごとの「ごみ
分別辞典」、台風時の収集の有無なども確認できます。
　また、お住まいの地域を事前に登録しておくことで、
前日・当日の決められた時間に何のごみの日かを通知す
る「アラート機能」を搭載しています。ぜひご活用くだ
さい。

Android 版

スプラッシュ画面（アプリケー
ション起動の際に表示される画
面・左）とアプリホーム画面

iPhone 版

収集日程や分別方法などを確認できる！

◆ダウンロード方法
　下記のＱＲコードからインストールしてくだ
さい。i

ア イ フ ォ ン

Phone ／ A
ア ン ド ロ イ ド

ndroid どちらでも各ストアか
ら「清瀬市ごみ分別
アプリ」を検索して
インストールする
ことができます。

…再商品化製品利用製品 …日本容器包装リサイクル協会へ引き渡し容リ協会

◆
ご
み
排
出
量
を
多
摩
地
域
と
比
較

　

市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
の

◆
清
掃
事
業
費

　

ご
み
処
理
の
経
費
を
見
て
み
る

と
、
収
集
・
焼
却
・
中
間
処
理
な

ど
、
年
度
ご
と
に
要
し
た
清
掃
事
業

費
（
全
ご
み
処
理
経
費
）
は
、
こ
こ

10
年
間
で
約
５
千
600
万
円
減
少
し
ま

し
た
。
ま
た
、中
間
処
理
施
設
の「
柳

※
負
担
金
…
柳
泉
園
組
合
及
び
東
京
た
ま
広
域

資
源
循
環
組
合
の
運
営
に
掛
か
る
経
費
な
ど
に

つ
い
て
、
各
組
合
を
構
成
す
る
市
町
村
が
負
担

す
る
額

ご
み
排
出
量
と
清
掃
事
業
費

量
を
多
摩
地
域
で
比
較
す
る
と
、
平

成
25
年
度
ま
で
は
30
市
町
村
中
４
番

目
以
内
（
ご
み
の
量
が
少
な
い
順
）

で
し
た
が
、
平
成
26
年
度
に
は
７
番

目
と
な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
２
）。

１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
の
量
が
減

少
傾
向
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
多

摩
地
域
で
比
較
す
る
と
ご
み
排
出
量

の
順
位
が
下
が
っ
た
の
は
、
ご
み
の

有
料
化
な
ど
を
実
施
し
た
自
治
体
が

増
え
、
他
の
地
域
で
も
ご
み
の
排
出

量
が
減
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

泉
園
組
合
」
及
び
最
終
処
分
場
で
あ

る
「
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
」
の
負
担
金
（
※
）
は
合
計
で
約

４
千
400
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
各
年
度
に
よ
り
施
設
の
修

繕
費
な
ど
に
よ
る
変
動
は
あ
り
ま
す

が
、大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

負
担
金
の
算
定
基
礎
で
あ
る
ご
み
処

理
量
が
減
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

500
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654.2654.2 658658
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調
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人 1日当たりのごみ量（少ない順）

グラフ１　清瀬市のごみ総量（家庭系）

◎悪臭の防止
特に夏場に嫌な臭いを軽減できます。
◎ごみの焼却炉

ろ

の効率アップ
水分の多い生ごみを焼却処理するには、相

生 ご み の ひ と し ぼ り の 効 能

当なエネルギーを要します。生ごみをひと
しぼりすることで、焼却に掛かるエネルギ
ーを抑えることができます。

助成金額 　本体価格の 1/2 で上限 3 万円
（100 円未満は切り捨て） 
助成対象機器　コンポスト容器、EM 容器な

「生ごみ処理機」の助成を行います

ど（1 世帯 2 基まで） 、電動
生ごみ処理機　（1 世帯 1 基
まで ）
※詳細はごみ減量推進課へ。 

「
プ
ラ
」
の

マ
ー
ク
が
分

別
の
目
印

で
約
１
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今
後
更
な
る
削
減
の
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
今
号
で
は
市
の
ご
み

処
理
量
の
現
状
や
、
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
す
ぐ
に
で

も
始
め
ら
れ
る
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

ご
み
減
量
推
進
課
☎
493
・
３
７
５
０

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
分
別
収
集
の
効
果

に
よ
り
平
成
19
年
度
以
降
減
少
し
、

平
成
26
年
度
は
平
成
17
年
度
と
比
べ

て
約
４
割
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
業
者
に
委
託
化
し

た
こ
と
で
、
鉄
の
選
別
が
可
能
と
な

り
、
平
成
17

年
度
比
で
約

７
割
の
減
量

に
成
功
し
ま

し
た
。

イ
ン
ト
を
参
考
に
、
簡
単
に
で
き
る

減
量
施
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

生
ご
み
は
、
約
80
％
が
水
分
と
言

わ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
度
に
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
で
考
え

る
と
、
約
千
300
㌧
が
水
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
的
な

浴
槽
満
杯
（
200
㍑
）
の
６
千
500
杯
分

に
相
当
し
ま
す
。

　

排
出
す
る
前
の
「
ひ
と
し
ぼ
り
」

で
約
８
％
～
10
％
水
分
を
切
る
こ
と

で
、
全
体
で
は
１
年
間
で
100
ト
ン
以

上
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　

清
瀬
市
で
は
「
生
ご
み
処
理
機
の

助
成
」
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
家

庭
で
の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

★
水
切
り
で
年
間

100
㌧
減
量

処理委託

　水銀の含まれた体温計、乾電池、蛍光管などは、不燃ごみではなく有害ごみとして出してください。また収集の際、清掃車
の火災事故の原因となりますので、スプレー缶やライターなどは中身を使い切ってから、不燃ごみとして出してください。
　なお、水銀含有率の高い水銀血圧計及び中身の入っているスプレー缶などは、直接ごみ減量推進課にお持ちいただければ回
収しますので、今一度分別徹底にご協力をお願いします。

資源になるもの 資源にならないもの
菓子箱 カーボン紙
チラシ 感熱紙（レシートなど）
ティッシュ箱 合成紙
はがき 写真
封筒 防水加工紙（紙コップなど）
包装紙 ワックスペーパー

正しく分別
しよう！



市
民
伝
言
板

６28・2・15

☆
催
し
物

①歌って健康！　歌声サロン
　懐かしい名曲の数々をプロによる
生演奏に合わせて歌ってみませんか。
日時　２月 17 日、３月２日・16 日の
水曜日午後２時～４時
講師　 杉山公章氏
費用　1,000 円
②ボニージャックスと歌おう！　歌の広
　場
　男声ボーカルグループの草分け的
存在、ボニージャックスのコンサート。
懐かしの名曲を全員で合唱するリクエ
ストコーナーもあります。
日時　4 月 23 日㈯午後 2 時～ ( 開場
は午後 1 時 30 分）
出演　 ボニージャックス
費用　前売り一般 2,800 円・友の会
2,500 円・当日 3,000 円（全席指定・
未就学児入場不可）
③講座「ベビーのためのオイルマッサ
　ージ教室」
　オイルを使った赤ちゃんへのマッサ
ージです。先着 10 組。
対象　２か月～ハイハイ前までの赤
ちゃん
日時　３月 15 日㈫午前 10 時 30 分～
正午
講師　小宮しのぶ氏
持ち物　タオル・バスタオル・赤ちゃ

①世界料理（ルーマニア編）
　農業国ルーマニアの一般家庭でよ
く食べられている「チキンのトマト煮」
を中心としたメニューを作ります。先
着 24 人。
日時　２月 26 日㈮午前 10 時～午後
１時
費用　1,500 円（材料費込み）
※保育あり。（要予約）
②世界料理（中国編）
　今回は、「ちまき」のルーツ、上海
チマキを紹介します。先着 24 人。
日時　 ３月 24 日㈭午前 10 時～午後
１時
費用　1,500 円（材料費込み）
※保育あり。（要予約）
③ Winter Concert in 清瀬
　ビブラホン・打楽器奏者  大久保貴
之がクラシックからジャズ、ポップス
までジャンルを超えたプログラムをビ
ブラホンの透き通る音色でお届けし
ます。
日時　２月 21 日㈰午後２時～
費用　1,500 円（高校生以下 500 円）
④親子クッキング
　今回は、お子さまに人気の高いラ
イスコロッケとオニオンスープです。
ぜひ、親子で参加して楽しんでみま
せんか。12 組 24 人。

んの飲み物
費用　1,500 円
④そうだじゅげむきこう
　和室で楽しむ落語会。椅子席もあ
ります。
日時　３月６日㈰午後２時～（開場
は午後 1 時 30 分）
出演　柳家緑太 ・ 柳亭市童
費用　一般 1,000 円 ・ 小学生 500 円
（ 全席自由 ）
⑤椿太陽ヴァイオリンコンサート
　ワンドリンク付き、１時間のコンサ
ート。特別な午後を過ごしませんか。
先着 30 人。
日時　５月 21 日㈯午後１時～２時
出演　椿太陽（バイオリン）
費用　一般 1,200 円・友の会 1,000 円

・小学生 500 円（未就学児無料、全
席自由、ワンドリンク付き）
⑥講座「プリザーブドフラワー　春の
　アレンジメント」
　プリザーブドフラワーで春色のアレ
ンジメントを作ります。各回先着８人。
日時　３月 11 日㈮午前９時 30 分～
11 時 30 分、26 日㈯午後１時 30 分
～３時 30 分
費用　3,200 円
講師　福井ひろ子氏
申込み　①は直接会場へ、②から⑥

（ ②は２月 19 日から、③は２月 16
日から、⑤は２月 17 日から）は 直
接または電話で清瀬けやきホール☎
493・4011 へ

◆一週間限定プラネタリウム　日食
　をみよう！
　３月９日、日本で３年ぶりの日食
が見られます。プラネタリウムで日
食の空を再現し、現象のしくみや観
望方法もご紹介。（約 45 分間）
日時　３月１日㈫～９日㈬午後 3 時
50 分～（水・土・日曜は①午後 1 時
10 分～、 ②午後 3 時 50 分～
費 用　 観 覧 付 入 館 券 お と な 1,000
円、4 歳～高校生 400 円（大学生・
専門学校生・高校生は 3 月 18 日ま
で平日限定で割引キャンペーン中）
問合せ　多摩六都科学館☎ 042・46
9・6100

地
域
ふ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

　

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
立
ち
寄
れ
る
地

域
ふ
ら
っ
と
サ
ロ
ン
で
す
。
ひ
き
立
て
の

出
店
者
募
集
！　
「
手
作
り
リ
サ

イ
ク
ル
市
」

　

手
作
り
品
と
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
、
10
区
画

募
集
。
２
月
28
日
11
時
～
15
時
、
コ
ラ
ボ

カ
フ
ェ
秋
津
（
野
塩
一
丁
目
）、
１
区
画
500

円
、
申
込
時
に
氏
名
（
団
体
名
）・
電
話
番

号
・
区
画
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
申

込
者
多
数
の
場
合
、
サ
ー
ク
ル
活
動
費
用

に
し
た
い
グ
ル
ー
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
優
先
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
て
り

い
ち
・
松
田
☎
492
・
３
９
０
６

〝
大
丈
夫
！　

心
開
い
て
語
り
あ

え
ば
〟

　

不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？　

先
生
を
囲
ん
で
問
題

解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？　

２

月
28
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
、
100
円
（
通
信
費
な
ど
）、
に

ん
じ
ん
の
会
・
塩
澤
☎
494
・
０
４
４
３

女
声
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ー
ラ
ス
メ
ン
バ

ー
　

清
瀬
ゴ
ス
ペ
ル
が
新
メ
ン
バ
ー
を
大
募

集
中
で
す
。
楽
し
く
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ

う
。
初
心
者
歓
迎
。
保
育
付
き
な
の
で
子

育
て
中
の
マ
マ
も
ぜ
ひ
。
無
料
体
験
随
時

受
け
付
け
中
。
金
曜
10
時
～
12
時
、
中
里

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
他
、
月
会
費
３
千
500

円
（
保
育
利
用
者
は
１
回
に
付
き
別
途

500
円
）、
清
瀬
ゴ
ス
ペ
ル
・
高
橋
☎
090
・

４
２
４
５
・
４
２
３
０

☆
サ
ー
ク
ル
仲
間
募
集

コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
用
意
し
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
２
月
20
日
、
３
月
19
日
11

時
～
15
時
、
い
な
り
台
老
人
い
こ
い
の
家
、

参
加
費
100
円
（
コ
ー
ヒ
ー
の
お
代
わ
り
は

一
杯
に
つ
き
50
円
）、
茶
ど
こ
ろ
・
だ
ん
だ

ん
・
辻つ

じ

☎
493
・
８
３
９
９

わ
か
ば
第
１
・
第
２
学
童
ク
ラ
ブ

平
成
28
年
度
児
童

　

平
成
28
年
度
の
入
所
児
童
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
社
会
福
祉
法
人
清
瀬
わ

か
ば
会　

わ
か
ば
第
１
・
第
２
学
童
ク
ラ

ブ
・
楯
岡
☎
493
・
４
８
２
０

硬
式
テ
ニ
ス

　

▪
テ
ニ
ス
協
会
活
動
説
明
会　

２
月
28

日
15
時
～
、
松
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
。

▪
大
会　

①
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
＝
３

月
27
日
（
予
備
日
４
月
10
日
）
②
女
子
ダ

ブ
ル
ス
＝
４
月
17
日
（
予
備
日
24
日
）、
①

②
と
も
下
宿
第
三
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
い
ず
れ
も
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

・
協
会
登
録
団
体
会
員
（
高
校
生
以
上
）

の
方
対
象
、
９
時
～
17
時
、
参
加
費
１
人

千
円
（
非
会
員
千
300
円
）、
申
込
み
は
①
は

３
月
19
日
ま
で
、
②
は
4
月
９
日
ま
で
。

▪
練
習
会　

月
・
水
・
金
曜
９
時
～
17
時

（
第
３
・
４
日
曜
は
３
月
ま
で
休
み
）、
下

宿
第
三
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
Ｅ
・

Ｆ
）、
会
費
400
円
（
非
会
員
500
円
）、
い
ず

れ
も
申
込
み
は
清
瀬
市
テ
ニ
ス
協
会
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク  　

http://ja-jp.facebook.
com

/kiyosetennis

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
員
に
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
〒
204
―
０
０
２
２
松
山
１

―
37
―
１
―
301　

同
協
会
事
務
局
・
今
野

　

493
・
７
７
９
１ 　

kiyoteni_1980@
ac.auone-net.jp

へ

第
３
回
清
瀬
商
工
会
協
同
組
合
主

催　

健
康
講
座
「
肝
腎
か
な
め
の

お
・
は
・
な
・
し
」

　

心
身
と
も
に
健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た

め
、
食
生
活
を
改
善
す
る
知
恵
を
学
び
ま

す
。
２
月
25
日
19
時
～
20
時
30
分
、
清
瀬

商
工
会
（
松
山
二
丁
目
）、
無
料
、
清
瀬
商

工
会
協
同
組
合
・
大
場
☎
491
・
０
２
７
1

日時　３月 13 日㈰午前 10 時～午後
１時
費用　2,000 円（材料費込み）
⑤ジョイビート
　アートを通して、自分らしさを育む
セラピック教室です。先着 10 人。
対象　小学生の方
日時　３月６日、４月 10 日・17 日の
日曜日午後２時～４時（体験会：５
月 15 日、６月 12 日の日曜日）
費用　3,240 円（全３回）
申込み　いずれも直接または電話で
コミュニティプラザひまわり☎ 495・
5100 へ

清

瀬

市

議

会

第
１
回
定
例
会
開
会

　

平
成
28
年
清
瀬
市
議
会
第
１

回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
㈫
か

ら
左
表
の
と
お
り
開
会
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
時
間
は
、
３
月
７
日
㈪
の
予

算
特
別
委
員
会
（
本
会
議
終
了

後
）・
議
会
運
営
委
員
会
（
午

後
２
時
～
）を
除
き
、
い
ず
れ

も
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

問
合
せ　

議
会
事
務
局
議
事
係

☎
497
・
２
５
６
７

28
㈪

17
㈭

16
㈬

15
㈫

11
㈮

10
㈭
９
㈬

７
㈪

４
㈮
３
㈭
１
㈫日

本
会
議（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会

福
祉
保
健
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

（
予
算
概
要
説
明
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
初
日
）

予
算
特
別
委
員
会

内
容

　郷土博物館で行っている、学芸員
を志す学生を対象にした学芸員実習
の事前説明会を開催します。平成
28 年度実施予定の実習を希望する
方は必ずご参加ください。
参加条件　平成 28 年４月１日現在
で、大学３年次以上もしくは大学院
などで博物館学を受講している学生
の方で、博物館法施行規則第１条に
定められた資格取得に必要な単位の
うち、実習以外の単位をすべて取得
している学生の方、もしくは当該年
度に取得見込みで、博物館及び学芸
員職に関心のある学生。先着 30 人
日時　３月５日㈯午後２時～
場所　郷土博物館
申込み・問合せ　２月17日午前９時
から電話で郷土博物館☎ 493・8585
へ

平 成 28 年 度 学 芸 員
実 習 事 前 説 明 会 　市の緑化推進を目的に苗木の無料配布

を実施します。当日は「清瀬市役所産ぎ
んなん」「清瀬産桜チップ」など、清瀬
ブランドの販売も行います。
日時　２月 25 日㈭・26 日㈮午前 10 時
～午後３時（雨天決行・降雪中止）
場所　清瀬リハビリテーション学院跡地
（梅園一丁目・直接会場へ）

配布樹種　さつき 50 株・ドウダンツツ
ジ 100 株・ブルーベリー 10 株・西洋カ
モメモチ 50 株・キンモクセイ 50 株・ハ
ナミズキ５株（両日ともに数量限定）
販売　清瀬産ぎんなん小袋に詰め放題
200 円・清瀬産桜チップ200 円（300㌘）他
問合せ　総務課営繕係☎ 497・1841

苗 木 の 無 料 配 布

　都民の皆さんに防火防災に関する意識や防災行動力を高めて
いただくことで、火災の発生を防ぎ、万が一発生した場合にも
災害を最小限にとどめ、火災から尊い命と貴重な財産を守るこ
とを目的として、春の火災予防運動を実施します。
　例年、冬季にはストーブに起因する火災が多発しています。
火災を防ぐために、ストーブの周囲は常に整理整頓、寝る時や
その場を離れる時は火を消す習慣を付ける、異常を感じたら使
用を中止、といったポイントに注意しましょう。
　なお清瀬市内では、昨年火災は 19 件、焼失面積は 39 年ぶり
にゼロとなり、２月 1 日現在、「火災による
死者ゼロ」も 2,661 日に達しています。
実施期間　３月１日㈫～７日㈪
問合せ　清瀬消防署☎ 491・0119

火 災 か ら 尊 い 命 を 守 ろ う
～ 平 成 28 年 春 の 火 災 予 防 運 動 ～

　竹丘図書館では、蔵書点
検などを実施するため、次
の期間休館します。ご利用
の皆さんにはご不便をお掛
けしますが、ご理解とご協
力をお願いします。
期間　３月７日㈪～ 11 日
㈮
※その他の図書館は通常ど
おり開館しています。ぜひ
ご利用ください。
問合せ　中央図書館☎ 493・
4326

竹丘図書館特別整理

休 館 の お 知 ら せ

なでしこリーグ１部で活躍する

「日テレ・ベレーザ」公開練習

　なでしこリーグ 1 部で活躍する
日テレ・ベレーザが公開練習を行
います。トップレベルの選手たち
の練習をぜひご覧ください。なお
サイン・握手など、練習の妨げに
なる行為は遠慮ください。
日時　２月 28 日㈰午前 10 時～正
午（予定）
場所　下宿第三運動公園サッカー場
※同日開催されるサッカー教室の
応募は締め切りました。
問合せ　生涯学習スポーツ課☎ 495

・7001

世
界
の
こ
と
ば
で
遊
ぼ
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

　

親
子
で
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
、
言
葉

の
お
も
し
ろ
さ
を
体
感
し
、
世
界
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
会
で
す
。
３
月
１
日

10
時
～
11
時
30
分
、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー

ル
、
無
料
（
要
事
前
申
込
み
）、
ヒ
ッ
ポ
フ

ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
き
よ
せ
・
藤
木
☎
090
・

９
８
０
１
・
７
９
６
９



７ 28・2・15

　

４
月
１
日
号
掲
載
希
望
の
原
稿
は
、
２

月
15
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
３
月
１
日
ま

で
の
間
に
受
け
付
け
。
先
着
25
枠
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
☎
497

・
１
８
０
８

■
市
民
伝
言
板
利
用
案
内

登
録
資
格　

18
歳
以
上
（
高
校
生

不
可
）
で
、
子
育
て
の
豊
富
な
経

験
を
有
す
る
方
・
保
育
士
・
教
員

免
許
・
社
会
福
祉
士
な
ど
あ
れ
ば

な
お
可

登
録
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
平
成

29
年
３
月
31
日
㈮
（
更
新
あ
り
）

※
登
録
者
は
必
ず
採
用
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
勤
務
時
間
な
ど
詳
細
は
左
記
へ
。

登
録
申
込
み
方
法
・
問
合
せ　

市

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
と
志
望

動
機
を
記
入
し
、
写
真
を
添
付
の

う
え
で
直
接
ま
た
は
郵
送
で
子
育

て
支
援
課
学
童
ク
ラ
ブ
係
☎
497
・

２
０
８
９
へ

　

市
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
必

要
な
事
項
を
、
調
査
及
び
審
議
す

る
環
境
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
。
定
員
４
人

任
期　

4
月
1
日
㈮
～
平
成
30
年

3
月
31
日
㈯

報
酬　

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
く
日
額

応
募
方
法
・
問
合
せ　

３
月
４
日

（
必
着
）
ま
で
に
水
と
緑
の
環
境

課
に
あ
る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募
理

由
（
400
字
程
度
）
を
添
え
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
水

と
緑
の
環
境
課
環
境
衛
生
係
☎

497
・
２
０
９
９　

492
・
２
４
１
５

へ

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
活
動
・
運
営
に
関
し
て
協
議
す

る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
の
一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び

再
利
用
の
促
進
、
生
活
環
境
の
保

全
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
調
査

及
び
審
議
す
る
、
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以

清
瀬
市
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
委
員

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
展
示
会

　

カ
ー
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
武
蔵
野
で
は
第

11
回
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
展
を
開
催
し
ま

す
。
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
作
品
約
30
点
の

他
、
野
鳥
の
写
真
・
焼
き
絵
な
ど
野
鳥
に

関
す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
２
月
18
日

～
21
日
10
時
～
17
時
（
最
終
日
は
16
時
30

分
ま
で
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
無
料
、

カ
ー
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
武
蔵
野
・
五
十
嵐

☎
491
・
５
３
６
０

平
成
28
年
度
研
究
所
一
般
公
開

　

職
場
に
お
け
る
災
害
防
止
に
関
す
る
研

究
・
施
設
の
紹
介
、
公
開
実
験
、
最
近
の

研
究
成
果
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま

す
。
４
月
20
日
13
時
～
17
時
（
受
け
付
け

は
12
時
30
分
～
16
時
）、
労
働
安
全
衛
生
総

合
研
究
所
（
梅
園
一
丁
目
）、
無
料
、
労

働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
・
田
井
☎
491
・

４
５
１
２
（
内
線
307
）

吹
奏
楽
定
期
演
奏
会

　

子
ど
も
か
ら
お
と
な
ま
で
、
誰
で
も

楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
防
衛
医

科
大
と
合
同
で
演
奏
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
２
月
28
日
13
時
30
分

～
（
開
場
は
13
時
～
）、
東
久
留
米
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
東
久
留
米
市
中
央
町

二
丁
目
）、
無
料
、
日
本
社
会
事
業
大
学

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
・
白
澤
☎
080
・

　

単
身
者
・
世
帯
向
け
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
方
①
65
歳
以
上（
昭
和

26
年
２
月
29
日
以
前
の
生
ま
れ
）

②
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い

る（
平
成
25
年
２
月
29
日
以
前
か

ら
居
住
）
③
所
得
が
定
め
ら
れ
た

基
準
内
で
あ
る
④
住
宅
に
困
っ
て

い
る
⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い

募
集
住
宅　

和
６
・
Ｄ
Ｋ
＝
単

身
１
戸（
竹
丘
一
丁
目
）、
和

６
・
６
・
Ｄ
Ｋ
＝
世
帯
１
戸（
中

清
戸
四
丁
目
）

都
営
住
宅
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

（
高
齢
者
住
宅
）
入
居
者

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

清
瀬
市
環
境
審
議
会
委
員

上
の
方
。
定
員
４
人

任
期　

4
月
1
日
㈮
～
平
成
30
年

3
月
31
日
㈯

報
酬　

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
く
日
額

応
募
方
法
・
問
合
せ　

３
月
４
日

（
必
着
）
ま
で
に
ご
み
減
量
推
進

課
に
あ
る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募
理

由
（
400
字
程
度
）
を
添
え
て
直
接

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
で
ご
み

減
量
推
進
課
☎
493
・
３
７
５
０　

 

495
・
９
３
３
３
へ

学
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員
の

採
用
候
補
名
簿
登
録
者

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
市

民
の
意
見
を
活い

か
し
て
い
く
た

め
、
事
務
局
と
と
も
に
運
営
に
つ

い
て
考
え
、
助
言
・
提
案
を
行
っ

て
い
く
運
営
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

対
象　

市
内
在
住
で
男
女
共
同
参

男

女

共

同

参

画

セ

ン

タ

ー

運

営

委

員

▪
マ
ル
チ
体
操
教
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳

以
上
の
方
。
各
コ
ー
ス
10
人
程
度

日
時　

４
月
14
日
～
７
月
７
日
の

木
曜
日
、
①
午
前
10
時
～
11
時
30

分
（
下
宿
コ
ー
ス
）、
②
午
後
１
時

10
分
～
２
時
40
分
（
野
塩
コ
ー
ス
）

場
所　

①
下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
②
野
塩
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用　

３
千
円
（
12
回
）

▪
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳

　
「
蒸
気
機
関
車
の
王
者
Ｃ
62
」
と

映
画
会
「
日
本
の
産
業
」

以
上
の
方

日
時　

４
月
６
日
～
10
月
12
日
の

水
曜
日
午
前
11
時
～
正
午
（
全
20

回
。た
だ
し
祝
日
及
び
７
月
20
日
・

27
日
、
８
月
は
休
み
）

場
所　

下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用　

20
回
コ
ー
ス
＝
１
万
円
、

14
回
コ
ー
ス
＝
８
千
円
、
10
回
コ

ー
ス
＝
６
千
円

申
込
み
・
問
合
せ　

い
ず
れ
も
２

月
28
日
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
教

室
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
と
返
信
用
宛
名
を
記
入

し
、
〒
204
│
０
０
０
１
下
宿
２
│

524
│
１　

下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
内
教
室
係
☎
493
・
４
０
３
３
へ

　

多
世
代
で
支
え
る
子
育
て
講
演

会
で
す
。
先
着
60
人
。

日
時　

２
月
29
日
㈪
午
前
10
時
～

正
午

場
所　

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

講
師　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

名
誉
教
授
・
小
児
科
医　
堀
内
勁
氏

※
保
育
あ
り
。（
先
着
15
人
。
ご

希
望
の
方
は
電
話
で
左
記
へ
）

申
込
み
・
問
合
せ　

電
話
で
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
☎
491
・
９
０
２
７
へ

多

世

代

で

支

え

る

子

育

て

講

演

会

「
自
動
車
の
で
き
る
ま
で
」
の
２
本

の
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～

場
所　

郷
土
博
物
館

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・

８
５
８
５

画
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
心
の
あ

る
方
。
定
員
2
人

任
期　

4
月
1
日
㈮
か
ら
2
年
間

（
話
し
合
い
は
年
3
回
程
度
）

申
込
み
・
問
合
せ　

3
月
8
日（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
応
募
動

機
を
800
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
〒
204
・
０
０
２
１
元
町
１
│
2

│
11　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
495
・
７
０
０
２
へ

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
40
歳
以

上
で
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
の

方
。
定
員
４
人
（
選
考
あ
り
）

任
期　

４
月
１
日
㈮
～
平
成
30
年

３
月
31
日
㈯

応
募
方
法
・
問
合
せ　

２
月
17
日

か
ら
29
日
ま
で
に
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
同
セ

ン
タ
ー
☎
497
・
２
０
８
２
へ

募
集
案
内
配
布
・
申
込
期
間　

２

月
16
日
㈫
～
29
日
㈪

※
入
居
は
８
月
を
予
定
。
予
定
使

用
料
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

申
込
者
本
人

と
面
談
を
し
ま
す
の
で
、
上
記
期

間
に
申
込
書
を
直
接
高
齢
支
援
課

高
齢
福
祉
係
☎
497
・
２
０
８
１
へ

マ
ル
チ
体
操
教
室
・

ピ

ラ

テ

ィ

ス

教

室

▪
雑
木
林
管
理
作
業

日
時　

２
月
17
日
㈬
午
前
９
時
～

午
後
２
時
30
分
（
集
合
は
午
前
８

時
45
分
）

場
所　

中
里
保
全
緑
地
Ｃ
地
区
畑

側
（
集
合
＝
せ
せ
ら
ぎ
管
理
棟
）

▪
金
山
調
節
池
管
理
作
業
（
春
）

日
時　

２
月
27
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
２
時
30
分

場
所　

金
山
調
節
池
（
集
合
は
金

山
公
園
入
り
口
）

持
ち
物　

い
ず
れ
も
お
弁
当
・
飲

清
瀬
の
自
然
を
守
る
活
動

　

Ｍｙ
　

ｆａ
ｖ
ｏ
ｒ
ｉ
ｔ
ｅ　

ｆｏ
ｏ
ｄｓ
を
テ
ー
マ
に
、
英
語

で
楽
し
く
話
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

２
月
27
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時

場
所　

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

講
師　

リ
オ
ネ
ル
・
ビ
ロ
ー
氏
（
ス

Ｋ
Ｉ
Ｃ
第
22
回
記
念
清
瀬

で
も
英
語
し
ゃ
べ
ら
ん
会

第
６
回
市
民
公
開
講
座

　

①
「
も
し
肺
が
ん
が
疑
わ
れ
た

ら
│
知
っ
て
お
き
た
い
診
療
の
ス

テ
ッ
プ
│
」
②
「
胃
の
病
気
、
胃

炎
、
胃
癌が

ん
、
検
診
、
最
近
の
話
題
」

日
時　

２
月
28
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時
（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

場
所　

東
京
病
院（
竹
丘
三
丁
目
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

東
京
病
院
経
営
企
画
室

☎
491
・
２
１
１
１

北
多
摩
北
部
医
療
圏
糖
尿
病

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
都
民
公
開
講
座

　

①
「
食
事
か
ら
日
本
人
の
健
康

長
寿
を
保
つ
た
め
の
秘ひ

け
つ訣
を
考
え

る
」
②
「
動
け
る
カ
ラ
ダ
と
動
き

た
く
な
る
コ
コ
ロ
が
健
康
寿
命
の

源
」。
先
着
165
人
。

日
時　

３
月
６
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時

場
所　

コ
ー
ル
田
無
多
目
的
ホ
ー

ル
（
西
東
京
市
田
無
町
三
丁
目
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

一
般
社
団
法
人
西
東
京

市
医
師
会
☎
042
・
421
・
４
３
２
８

募
集
コ
ー
ナ
ー
は
８
面
に
続
く

　

平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
の

税
額
は
左
表
１
か
ら
３
の
と
お
り

変
更
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
三
輪

及
び
四
輪
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て

は
、
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
初
年
度
検
査
年
月
」
に

応
じ
た
税
額
が
適
用
さ
れ
、
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
初
年
度
検

査
を
し
た
車
両
の
う
ち
、
最
初
の

新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し
た

車
両
に
つ
い
て
は
、
重
課
税
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

ま
た
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
初

年
度
検
査
を
受
け
た
三
輪
及
び
四

輪
の
軽
自
動
車
（
新
車
に
限
る
）

で
、
燃
費
基
準
な
ど
一
定
の
基
準

を
満
た
す
車
両
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
に
グ
リ

ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
が
適
用
さ

種別 税額（円）

原動機付
自転車

一種　　　 　　　　   50cc 以下 2,000
二種（乙）　　　　　  50 超～ 90cc 以下 2,000
二種（甲）　　　　  　90 超～ 125cc 以下 2,400
ミニカー・三輪以上　20 超～ 50cc 以下 3,700

小型特殊
自動車

農耕用 2,400
その他 5,900

二輪の小型自動車  　　　251cc 超 6,000
軽二輪車 　　　 125 超～ 250cc 以下 3,600

種別

税額（円）
平成 27 年３
月 31 日まで
に 初 年 度 検
査 を し た 車
両（ 現 行 税
率のまま）

平 成 27 年 ４ 月
１日以降に初年
度検査をした車
両（グリーン化
特例適用車両を
除く）

最 初 の 新
規 検 査 か
ら 13 年を
経 過 し た
車 両（ 経
年重課）

三輪 3,100 3,900 4,600

四輪
以上

乗用
自家用 7,200 10,800 12,900
営業用 5,500 6,900 8,200

貨物用
自家用 4,000 5,000 6,000
営業用 3,000 3,800 4,500

種別
税額（円）

標準
税額

おおむね
75％軽減

お お む ね
50％軽減

おおむね
25％軽減

三輪 3,900 1,000 2,000 3,000

四輪以上
乗用

自家用 10,800 2,700 5,400 8,100
営業用 6,900 1,800 3,500 5,200

貨物
用

自家用 5,000 1,300 2,500 3,800
営業用 3,800 1,000 1,900 2,900

表 1：平成 28 年度原動機付自転車・二輪車・
小型特殊自動車等の税額

表 3：平成 28 年度三輪及び四輪の税額
（グリーン化特例 [ 軽課 ] 適用車）

平

成

28

年

度

軽

自

動

車

税

の

税

額

の

お

知

ら

せ

表 2：平成 28 年度三輪及び四輪の税額

れ
ま
す
（
表
３
参
照
・
※
）。
適

用
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
分
も
適

用
予
定
で
す
。

問
合
せ　

課
税
課
市
民
税
係
☎

497
・
２
０
４
１

み
物
・
軍
手
・
タ
オ
ル
、
お
持
ち

の
方
は
カ
マ
・
の
こ
ぎ
り

※
駐
車
場
は
工
事
中
の
た
め
使
え

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

清
瀬
の
自
然
を
守
る

会
・
渡
邉
☎
492
・
０
７
１
０

イ
ス
）、
大
橋
パ
タ
マ
氏
（
タ
イ
）

他※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

清
瀬
国
際
交
流
会
・
市

川
☎
090
・
７
２
０
５
・
８
６
１
３

６
５
９
７
・
９
６
２
０



28・2・15 

１
月
の
受
付
状
況

８

予＝要予約
事 業 名 対 象・内容など 日  時 場所 申込み・問合せ

　 栄 養 セ
ミナー・調
理実習「た
っぷり野菜
と減塩レシ
ピ」

　旬の食材を使って作る減塩レシピの紹介
と、調理実習を行います。
対象　清瀬市国民健康保険に加入している
方。先着 20 人
講師　管理栄養士　宮本千華子氏
持ち物　エプロン・三角巾・手拭きタオル

３月 15 日㈫
午 前 10 時 ～

正午

健
康
セ
ン
タ
ー

２ 月 15 日 か ら
電 話 で 健 康 推
進 課 健 康 推 進
係 ☎ 497・2076
へ　 お な か

スッキリエ
クササイズ

　おなかまわりや背中、腰まわりのエクササ
イズでゆがみを解消します。
対象　清瀬市国民健康保険に加入している
方。先着 40 人
講師　健康運動指導士　八木香氏
持ち物　運動しやすい服装・飲み物・タオル

３月８日㈫
午後１時
30 分～

３時 20 分

竹
丘
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー

　  Y O G A
教室～メタ
ボ＆ロコモ
予防改善

　ゆったりとした動きと呼吸法で血液循環アッ
プ！　筋力アップ！　肩こり・腰痛予防改善！
対象　清瀬市国民健康保険に加入している
方。先着 50 人
講師　NPO 法人日本カルチャー YOGA 協会
専任講師
持ち物　タオル・飲み物・運動しやすい服装

３月７日㈪
午 前 10 時 ～

11 時 30 分

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー 電 話 で 健 康 推

進 課 健 康 推 進
係 ☎ 497・2076
へ

　 禁 煙 教
室

　禁煙成功者の話や、呼気中の一酸化炭素
測定などを行い、禁煙への取り組みを始める
教室です。
対象　清瀬市国民健康保険に加入している
方。先着 10 人

３月 17 日㈭
午 後 １ 時 30
分 ～ ２ 時 30

分

健
康
セ
ン
タ
ー

　 食生活
相談

　生活習慣病予防や高齢期の食事の相談を
行います。
対象　市内在住で 30 歳以上の方とその家族
持ち物　健康手帳（お持ちでない方は、随時
発行します）

３月３日㈭
午後２時～
４時 30 分

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

健 康 推 進 課 保
健 サ ー ビ ス 係
☎ 497・2077
へ

　 乳幼児
救急講座

　AED の使い方など、「いざ！」という時の子ど
もの応急処置を学びます。
対象　３歳くらいまでの乳幼児の保護者。先
着 25 人
持ち物　母子健康手帳・お子さん連れの方は、
お出掛けグッズ

３月 11 日㈮
午後１時
30 分～

３時 30 分

健
康
セ
ン
タ
ー

２ 月 15 日 か ら
電 話 で 健 康 推
進 課 保 健 サ ー
ビス 係 ☎ 497・
2077 へ

平成 28 年
２月１日現在

人口 74,446 人
前月比 43 人増

男 36,021 人
前月比 23 人増

女 38,425 人
前月比 20 人増

世帯数
 34,415 世帯

前月比 27 世帯増

※人口は、外国人
住 民（1,113 人 ）を
含みます。
問合せ　市民課住
民係☎ 497・2037

　

い
ず
れ
も
先
着
順
。

市
（
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
）
へ

　
石
井
惠
治
様
（
１
万
円
）、
三

木
康
彰
様
（
５
千
円
）、
匿
名
様 

10
件 （
９
万
３
千
円
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

予＝要予約　直＝直接会場へ　☎＝電話相談3

予

予

予

予

予

予

☆
さ
し
あ
げ
ま
す（
無
料
）

　

工
業
用
ミ
シ
ン
糸
、
ジ
グ
ソ
ー

パ
ズ
ル
の
額
、
譜
面
台
（
折
り
た

た
み
式
）

☆
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
（
無
料
）

　

杵
・
臼
、
琴
、
ゆ
り
か
ご
幼
稚

園
女
子
制
服
・
体
操
服
一
式
、
ゆ

り
か
ご
幼
稚
園
体
操
服
一
式

申
込
み　

２
月
15
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

495
・
６
２
１
１
へ

　

１
月
に
受
け
付
け
た
市
長
へ

の
手
紙
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
は

手
紙
８
件
、
フ
ァ
ク
ス
３
件
、
メ

ー
ル
19
件
で
合
計
30
件
で
し
た
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
☎
497
・
１
８
０
８

名称 日時 場所 問合せ・申込み

予
市
民
相
談

法律相談 ２日㈬・９日㈬・16 日㈬・23 日㈬
午後１時～４時 30 分

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

秘 書 広 報 課 広 報
広聴係
☎ 497・1808

※市内在住・在勤
・在学の方対象。
※ 2 月 15 日 午 前
8 時 30 分 から受
け付け開始。

不動産取引相談 ２日㈬午前９時 30 分～ 11 時 30 分土地建物登記（表示）・測量相談
人権身の上相談 ２日㈬午後１時～３時
年金・労働相談

９日㈬午前９時 30 分～ 11 時 30 分防犯（犯罪被害者支援なども含
む）相談
登記（相続・遺言）相談 ９日㈬午後１時～３時 30 分
税務相談 16 日㈬午前９時 30 分～ 11 時 30 分相続・暮らしの手続相談
行政苦情相談 16 日㈬午後１時～３時
交通事故相談 23 日㈬午後１時～３時 30 分

直 母子・父子・女性相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前８時 30 分～午後５時

生活福祉課
☎ 492・5111（代表）

直 ☎ 子ども家庭相談 毎日（火曜日を除く）
午前９時～午後５時

子ども家庭支援センター
☎ 495・7701

予  ☎ 教育相談 毎週火～土曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

教育相
談セン
ター

教育相談室
☎ 493・3526

（☎493・4122）
※電話予約は午
前９時から受け
付け。

予
ア
イ
レ
ッ
ク
相
談

一般相談
１日㈫・11 日㈮・15 日㈫・25 日㈮・
29 日㈫午前 10 時～午後４時、３日㈭

・17 日㈭・31 日㈭ 午 前 10 時 ～ 午 後
９時 男女共同参画センター

（アイレック）
☎ 495・7002
※電話予約は平日午前 8
時 30 分～午後５時。
※保育あり（要予約）。

DV 相談
２日㈬・９日㈬・10 日㈭・16 日㈬・
24 日㈭・30 日㈭午前 10 時～午後４
時

働き方サポート相談 ４日㈮午前 10 時～午後４時、18 日
㈮午後３時～８時

法律相談 ８日㈫午後３時～５時、22 日㈫午後
２時～４時

直 ☎ 消費生活相談 毎週月～金曜日午前 10 時～午後４時
（正午～午後１時と祝日を除く）

消費生活センター
☎ 495・6212

直 清瀬・ハローワーク
就職情報室

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

クレア
ビル

（４階）

清瀬・ハローワー
ク就職情報室
☎ 494・8609

　

萩
倉
孝
子
様
（
５
万
円
）、
山

下
忠
次
様
（
３
万
円
）、
Ｊ
А
東

京
み
ら
い
清
瀬
地
区
女
性
部
様

（
３
万
円
）、
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

様
（
２
千
329
円
）、
匿
名
様
５
件

（
２
万
６
千
951
円
）、
第
一
生
命
労

働
組
合
・
新
所
沢
営
業
所
様
（
車

イ
ス
１
台
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
・
都
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
の
平
成
28
年
度
第
１

期
か
ら
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
３
月
10
日
㈭
ま
で
に
申
込

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
高
校
生
・
大
学
生
な
ど

に
、
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
奨
学
資
金
を
貸
し
付

け
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
成
績
良
好
で

あ
り
、
経
済
的
理
由
の
た
め
修
学

困
難
な
方（
同
種
の
公
的
貸
付
金

を
他
か
ら
借
り
て
い
な
い
・
連
帯

保
証
人
が
必
要
な
ど
、条
件
あ
り
）

貸
付
期
間　

正
規
の
修
業
年
限
の

期
間

貸
付
金
額　

高
校
生
＝
月
額
２
万

円
・
大
学
生
な
ど
＝
月
額
３
万
円

以
内

※
他
の
公
的
機
関
な
ど
に
よ
る
奨

学
資
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

３
月
31
日
ま
で
に
直
接

教
育
総
務
課
学
務
係
☎
497
・
２
５

３
９
へ

市

税

の

納

税

は

便

利

な

口

座

振

替

で

み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
市
内
各

金
融
機
関
の
窓
口
、
市
役
所
、
松

山
・
野
塩
出
張
所
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
納
税

通
知
書
・
預
貯
金
通
帳
・
届
け
出

印
を
持
参
し
て
、
市
内
各
金
融
機

関
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
専
用
は
が
き
用
紙
に
よ
る
申

込
み
も
で
き
ま
す
。
専
用
は
が
き

用
紙
は
市
役
所
・
松
山
・
野
塩
出

張
所
の
他
、
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

郵
送
も
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

徴
収
課
徴
収
係
☎
497
・

２
０
４
４

認
知
症
家
族
会
ゆ
り
の
会

　

認
知
症
介
護
に
関
す
る
悩
み
を

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
会
場
を
変

更
し
、
臨
時
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
16
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

デ
ジ
タ
ル
っ
て
便
利
！

～
視
覚
に
障
害
の
あ
る

方
の
情
報
の
聞
き
方
～

　

公
共
刊
行
物
な
ど
の
音
声
デ
ー

タ
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
利
用
し
て
い
る
方
々
を
講
師

に
、
そ
の
活
用
法
を
伺
い
ま
す
。

対
象　

音
訳
者
、
日
ご
ろ
Ｃ
Ｄ
を

利
用
し
て
い
る
方
、
興
味
を
も
た

れ
た
方
。
先
着
50
人

日
時　

３
月
９
日
㈬
午
前
10
時
～

正
午

場
所　

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

音
訳
企
画
・
き
よ
せ　

松
山
☎
492
・
５
４
９
７

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
497
・

２
０
８
２

い
き
い
き
ハ
イ
キ
ン
グ

10

キ

ロ

コ

ー

ス

　

豊
か
な
樹
木
に
囲
ま
れ
自
然
と

調
和
す
る
高
幡
不
動
尊
と
高
幡
城

址
を
訪
ね
ま
す
。

対
象　

運
動
制
限
が
な
く
、
日
ご

ろ
か
ら
継
続
的
に
散
歩
な
ど
の
運

動
を
し
て
い
る
方

日
時　

２
月
23
日
㈫
午
前
９
時

（
出
発
は
午
前
９
時
30
分
）
～
。

集
合
＝
清
瀬
駅
北
口
連
絡
通
路
・

解
散
＝
Ｊ
Ｒ
中
央
線
豊
田
駅
前

（
雨
天
中
止
）

費
用　

50
円（
保
険
料
な
ど
。
交

通
費
は
別
途
自
己
負
担
）

※
直
接
集
合
場
所
へ
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
員
・

松
尾
☎
492
・
４
７
４
８

脳
力
ア
ッ
プ
塾
体
験
講
座

　

市
で
は
、
認
知
症
予
防
、
運
動

機
能
向
上
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的

に
複
合
型
介
護
予
防
事
業
「
能
力

ア
ッ
プ
塾
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

脳
ト
レ
楽
習
（
学
習
療
法
）
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　

自
立
歩
行
が
で
き
る
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
方
。
各
回
先
着

20
人

日
時　

３
月
11
日
㈮
１
回
目
＝
午

後
１
時
30
分
～
２
時
45
分
、
２
回

目
＝
午
後
３
時
～
４
時
15
分

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ　

電
話
で
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
497
・
２
０
８
２
へ

奨
学
金
の
貸
し
付
け

　

市
内
の
障
害
福
祉
関
係
者
が
集

ま
り
、
連
携
や
支
援
体
制
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
う
清
瀬
市
地
域
自

立
支
援
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

傍
聴
は
先
着
10
人
。

日
時　

３
月
２
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ひ

ま
わ
り

※
傍
聴
希
望
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係
☎
497
・
２
０
７
３
へ

平
成
27
年
度
第
２
回
清
瀬

市
地
域
自
立
支
援
協
議
会

　東京都が施行する、東村山３・４・
15 の２号線（清瀬市中清戸三丁目
～同市中清戸一丁目間）の事業概要
及び測量説明会を行います。
日時　２月29日㈪午後７時～８時30分
場所　清瀬第十小学校体育館
※直接会場へ（車での来場はご遠慮
ください）。
問合せ　東京都北多摩北部建設事務
所工事第一課☎ 042・540・9616

街
路
灯
電
気
料
の
助
成

　

自
治
会
な
ど
で
設
置
し
て
い
る

街
路
灯
の
電
気
料（
平
成
27
年
10

月
分
～
平
成
28
年
２
月
分
）の
補

助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
前
回

申
請
を
さ
れ
た
方
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
代
表
者
の
変
更

な
ど
で
申
請
書
が
届
か
な
い
方

や
、
新
た
に
申
請
を
さ
れ
る
方
は

左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

３
月
４
日
㈮

問
合
せ　

道
路
交
通
課
交
通
安
全

係
☎
497
・
２
０
９
６

　

体
験
農
園「
畑
の
仲
間　

清
瀬
」

は
、
農
家
の
園
主
が
作
付
計
画
か

ら
種
・
苗
・
肥
料
・
農
具
な
ど
を

用
意
す
る
の
で
、
初
め
て
で
も
安

心
し
て
農
業
を
体
験
で
き
ま
す
。

場
所　

下
清
戸
５
│

906（
小
寺
方
）

利
用
料　

年
間
４
万
１
千
円（
種
・

苗
・
肥
料
・
講
習
代
な
ど
必
要
な

代
金
と
収
穫
し
た
野
菜
代
含
む
）

利
用
区
間　

１
区
画
３
㍍
×
10
㍍

利
用
期
間　

３
月
中
旬
か
ら
平
成

29
年
１
月
31
日
㈫

応
募
期
間　

第
１
回
締
め
切
り
＝

２
月
20
日
㈯
、
最
終
締
め
切
り
＝

３
月
20
日
㈰

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http
://berudekiyose.sakura.ne.jp

も
参
照
。

申
込
み
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
小
寺
理
一
☎

090
・
１
６
５
９
・
３
３
１
６　

493
・

６
１
１
９
へ

体

験

農

園

利

用

者

東 村 山 ３・４・15 の ２ 号 線
事 業 概 要 及 び 測 量 説 明 会


